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報  告

海 岸 性 カ シ ワ 林 ・ニ レ 科 林 の 地 理 的 分 布
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は じ め に

北海道沿岸や本州の日本海沿岸には, ブナ科のカシワ

やニ レ 科 のケ ヤキや エ ノ キな ど の優 占す る夏 緑林

(summer green forest) が分布することが知られてい

る. 海岸性カシワ林の分布や種組成については, 北海道

から対馬までの広い地域から報告( 岡田, 1969 ; 奥田ほ

か, 1970 ; Ohba et a1. , 1973 ; 宮脇・佐々木, 1980 ;

Nakanishi,  1985 ; 伊藤・中西, 1987 ; 宮脇, 1987,

1988) があり, Nakanishi  (1985) はそれらのカシワ林

を1 群団,5 群集にまとめている.

一方, 日本海側に分布する海岸性のニレ科林の分布や

種組成については, 北陸以北のケヤキ林の報告( 吉岡,

1957 ; 福嶋ほか, 1973 ; 平, 1982,  1987 ; 福嶋, 1984;

斎 藤, 1  9 9 7 ) や, 近畿以 西 のエ ノキ林等 の報告

(Nakanishi,  1981 ; 枚村, 1995) がある.

海岸にこれらの樹林が成立する要因として, 冬季季節

風の影響などが指摘されている( 岡田, 1969; 平, 1982,

1987 ; 福嶋,1 984 ; Nakanishi,  1985) が, 両樹林の

日本全体における地理的分布はまだまとめられていない.

これら海岸性夏緑林の地理的分布を明らかにすることに

より, 冬季季節風の植生に与える影響を, 全国的な視野

から把握することが可能となる.

著者らは, 福井県, 兵庫県, 鳥取県, 島根県, 長崎県

などにおいて海岸性カシワ林・ニレ科林の地理的分布の

調査を進めている. 今回, 分布調査および既存文献より

得た資料を整理し, これらの樹林の地理的分布図を作成

することにより, 冬季季節風の地理的分布に与える影響

が明らかとなった. 本報告では, これらの樹林の地理的

分布図と共に分布地の地名, 冬季季節風の影響, 立地条

件などを報告したい.

調 査 内 容

調査方法

著者らの資料および既存の植物社会学的資料や分布情報

を整理し, 海岸性カシワ林・ニレ科林の分布を検討した.

上述の調査資料に基づいて, 最上層にカシワが優占ある

いは被度1 以上で混生する樹林および被度などの記載は

ないが植生図などでカシワ群落と示されているものをカ

シワ林と判定した. また, ニレ科林( ケヤキ林, エノキ

林) についても同じ基準を用いて, 各々の樹林をケヤキ

林, エノキ林と判定した.

各地点て代表的な資料を1 つ選択し, 各樹林の分布地

の地名, 海抜, 方位, 傾斜を記録した. さらに, 整理し

た資料をもとに, 海岸性カシワ林・ニレ科林の分布につ

いて, 国土地理院発行の2 万5 千分の1 地形図幅を1 点

とする分布図を作成した.

また, これまで海岸性カシワ林・ニレ科林の報告のな

い鹿児島県種子島, 長崎県対馬, 福井県雄島において, カ

シワ林( 種子島), ケヤキ林( 対馬), エノキ林( 雄島) を

確認したので, 植生調査資料をもとに各々組成表( 常在

度表) を作成した.

調 査 結 果

海岸性カシワ林・ニレ科林の地理的分布

調査の結果, カシワ林82 地点, ニレ科林53 地点で資
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料を得た. これらの資料をもとに分布地の一覧表および

分布図を作成した( 表1, 図1, 2).

海岸性のカシワ林は夏緑林帯の北海道沿岸に広く分布

するほか, 気温条件からみると照葉樹林帯の秋田県南部

から山形県, 新潟県南部, 佐渡島北西部沿岸においても

分布頻度が高い. 北陸から山陰の沿岸部では, 海岸性照

葉樹林(トベラ群団)が広く成立しており,カシワ林は北

西の季節風の影響を受ける岩石海岸に分布が限られるこ

と(Nakanishi,  1985) が指摘されているが, 山陰以西

の隠岐,壱岐,対馬,種子島においても同様にカシワ林は

冬季季節風を直接受ける北西側に限って分布している.

海岸性のニレ科林については, 北海道には分布してい

ないものの, 秋田県南部から山形県, 新潟県南部, 佐渡

島北西部, 能登半島北西部沿岸においては, カシワ林と

同様に分布頻度が高い. 成立地は風衝地の斜面部や尾根

などである. 海岸性ニレ科林が, 照葉樹林帯の海岸に分

布する要因として, 冬季季節風の影響が指摘されており

(岡田, 1969 ; 平, 1982,  1987 ; 福嶋, 1984), これを

示すように, 佐渡島や能登半島の影となり, 季節風が弱

まると考えられる新潟県中部や富山湾沿岸部および北西

の季節風の影響を受けにくい太平洋側の三陸沿岸では海

岸性ニレ科林があまり発達していない. また, 秋田県南

部から能登半島にかけては, 海岸性ニレ科林とタブ林の

地理的分布はよく一致し, 風衝側に海岸性ニレ科林( 特

にケヤキ林),風下側にタブ林という分布パターンがみら

れる( 服部, 1992). タブ林はシイ林, カシ林の成立で

きない沿岸の潮風条件の厳しい立地に成立すること( 服

部, 1992) から, タブ林よりも風衝側に成立する海岸性

ニレ科林はより強く潮風の影響を受けていると考えられ

る. 能登半島以西においては, 海岸性ニレ科林は少なく

なり, 冬季季節風の影響をより強く受ける半島や島の北

西側に分布がほぼ限られている. なお, ケヤキ林は東北

地方より対馬まで分布しているが, エノキ林は北陸以西

に点在している.

種子島のカシワ林

著者らは, 鹿児島県種子島の数力所においてこれまで

未記録であったカシワ林を確認しに調査を行った(表2,

写真1). これらの地点は,現在知られている海岸性カシ

ワ林の南限となる. 鹿児島県に分布するカシワは, 種子

島を始めとして各地とも植栽( 初島, 1986) とされてい

るが, 今回確認したカシワ林の分布地は, 冬季に季節風

の影響を強く受ける北西海岸の断崖地に成立する海岸林

(トベラ群団) の一角にあるなど, 本州から九州の日本海

沿岸に分布するカシワ林の立地環境と共通性が高く, ま

た, 植栽の困難な立地でもある. したがって, 当地のカ

シワも自然分布の可能性が高いので, 参考資料として示

した.

当地のカシワ林は,北陸から対馬に分布するカシワーネ

ムノキ群集の識別種となっているネムノキ, エノキ, さ

らにその上級単位のカシワーアオツヅラフジ亜群団,カシ

ワ群団の識別種の多くを欠いており,明らかにカシワーネ

ムノキ群集とは異なる. 逆にトベラ, シャリンバイ, 八

マビワ, マルバニッケイなどのトベラ群団の種を多く含

み,マルバニッケイーホソバワダン群集に位置づけられる

と考えられる.

長崎県対馬のケヤキ林

著者らは, 対馬北西側の沿岸部に今まで未記録の海岸

性ケヤキ林が分布しているのを数力所で確認し, そのう

ちの上県町女連において調査を行った( 表3, 写真2,

3).今回確認したケヤキ林は海に面した北西から南西斜

面に分布しており, ケヤキ林の前方の海岸側にはクロマ

ツ林やエノキ低木林が, 内陸側の斜面上部から尾根にか

けてカシワ林がみられる. また, 周辺の海に面した斜面

には,トベラ群団のマサキートベラ群集やハマビワーオニ

ヤブソテツ群集が広く成立している. ケヤキの樹高は

5~12m と低く, 幹や枝は尾根側に向かって大きく湾曲

し, 樹冠は立地の地形にあわせて海から山側へ直線的に

刈り込まれたような外観を呈しており, 風衝を強く受け

ていることが示唆された.

種組成をみると, 本州中部地方, 東北地方から報告さ

れているケヤキーエソイタヤ群集の標徴種および識別種を

欠き, オニヤブソテツ, ハマビワ, マルバグミ, マサキ

などトベラ群団にみられる種やアオツヅラフジ, ヘクソ

カズラ, カエデドコロなど林縁性のツル植物が多い. 植

物社会学的な位置づけについては, 今後, 調査資料を増

やし, 検討したい.

福井県雄島のエノキ林

雄島のエノキ林は,北から南西斜面に分布しており,海

岸側にはススキ,ハマウドなどの優占する風衝草原が,内

陸側にはトベラ, シャリンバイなどの優占する風衝低木

林( マサキートベラ群集) がみられる.エノキの樹高は1

~2m 前後と低いが, 地際から50cm の高さにおける直

径が25cm に達する個体もみられた. また, 樹幹は地面

を匍匐し, 枝先の多くは枯れているなど特異な樹形を示

す個体もみられ, この低木林は強い風衝下にあることが

わかる( 写真4).

種組成をみると, ヘクソカズラ, アオツヅラフジ, エ

ビヅルなど林縁性のツル植物が多いほか, 隣接群落の優

占種であるススキ, ハマウド, シャリンバイ, トベラな

どが混生していた( 表4).

海岸性のエノキ林については, Nakanishi  (1981) の

隠岐島後の北西海岸におけるエノキ矮性低木林以外には

報告例が少なく, 植物社会学的な位置づけはまだ行われ



図1. 海岸性カシワ林の地理的分布( ●: カシワ林分布地点) 図2. 海岸性ニレ科林の地理的分布( ●: ケヤキ林分布地点, ▲: エノキ林分布地点)



表1. 海岸性カシワ林・ニレ科林の地理的分布( タイプ の欄のO 内は, カ シワ, ケヤキ, エノキ以外が優占する場合の優占種を示す. また,

ケヤキ林, エ ノキ林が同一調査地 に分布する場合あるいはケヤキ, エノキが混生する場合は, ケヤキ林・エ ノキ林として示した.)





表2. 種子島における海岸性カシワ林の種組成



表3. 対馬における海岸性ヶヤキ林の種組成



表4. 福井県雄島における海岸性エノキ林の種組成



て い な い. 今 回 確 認 し た 植 分 は, カ シ ワ は 出 現 し て い な

い も の の, エ ノ キ, ト ベ ラ, ア オ ツ ヅ ラ フ ジ, ク ズ, ヘ

クソ カ ズ ラな ど とい っ た, 海 岸 性 夏 緑 林 のカ シ ワ ー＼ネム ノ

キ 群 集 お よ び 同 群 集 の 上 級 単 位 の 標 徴 種 お よ び 識 別 種 を

含 ん で お り, カ シ ワ 林 と の 類 似 性 が 高 い. 植 物 社 会 学 的

な 位 置 づ け に つ い て は, 今 後, 調 査 資 料 を 増 や し, 検 討

し た い.

ま   と   め

1. 著 者 ら お よ び 既 存 の 文 献 を も と に 海 岸 性 カ シ ワ 林・二

レ 科 林 の 分 布 図, 分 布 地 の 一 覧 を 作 成 し た.

2. 海 岸 性 カ シ ワ 林 は 北 海 道 お よ び 新 潟 以 北 の 目 本 海 側

に多 く, 南 下 す る に 従 っ て, 日 本 海 に 面 し た 冬 季 季 節 風

の影 響 を 受 け る 北 西 斜 面 に 主 とし て 分 布 が 限 ら れ る.

3. 海 岸 性 ニ レ 科 林 は 東 北 地 方 以 南 の 日 本 海 側, 特 に能

登 半 島 以 北 に 分 布 が 集 中 し, 同 半 島 以 南 で は カ シ ワ 林 と

同 様 に 日 本 海 に 面 し た 北 西 斜 面 に 多 く 見 ら れ る.

4. 鹿 児 島 県 種 子 島 のカ シ ワ 林, 長 崎 県 対 馬 の ケ ヤ キ 林,

福 井 県 雄 島 の エ ノキ 林 の 組 成 表 を 示 し, 立 地 条 件 等 を 考

察 し た.
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